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保孔管頭部への地中伸縮計
設置によるノイズ発生防止効果

奥山ボーリング（株）　○安藤　翔平、森屋　洋
( 一財 ) 砂防・地すべり技術センター　木村　善和

1. はじめに
　地中伸縮計はすべり面位置での変位量
を計測する測定器であり、地すべり移動に
よってワイヤが引き込まれていく状況を測定
するものである 1)。しかし、圧縮変位や圧
縮・引張の交互変位が捉えられることが多
く、その原因を解明するための研究が古く
から行われてきた。菅・山本 2) は、計測開
始時に圧縮変位が発生し、その量はすべり
面付近のクリープ層の層厚とすべり面傾斜
角に関係することを理論立てて説明した（図
－1）。平元ら 3) は地中伸縮計の孔口固定、
グラウト条件、すべり面付近の地質等に着
目した研究を行い、圧縮変位は移動土塊の
沈下等の変形により発生することを報告し
ている。また、川崎 4) は正確な変位量の計
測には、切断されやすい材質の保孔管を使
用することや、地表面の沈下量を計測する
必要があると指摘している。
　我々は既往の研究成果を参考に、移動
土 塊 の 変 形 の
影響を防止する
には、地中伸縮
計を保孔管頭部
に設置するのが
適切と考え、専
用の設置台を製
作して 3 つの現
場で試験観測を
行った。その結
果、明らかなノ
イズ防止効果が
認められたので
ここに報告する。

2. 地中伸縮計設置台の概要
　製作した専用の設置台はガス管に長方形
の鉄板（半月型の穴有）を溶接したもので
ある（以降、特製設置台という）。ガス管に
は保孔管との間にワイヤが貫通できる隙間
を加工した（図－2）。ガス管を保孔管に被
せた後、三方からネジ固定し、保孔管と設
置台を一体化させる。

3. 地中伸縮計の仕様と観測結果
(1) 地中伸縮計の仕様
　ここでは二種類の方法でワイヤが設置さ
れている。変状が進んで計測不能となった
孔内傾斜計アルミケーシングの中にワイヤを
設置して、セメントミルクで孔口まで充填し
たものと、歪・水位観測孔の保孔管（VP40）
の外周にワイヤを沿わせてバンドによって固
定したものである ( 表－1)。

　3 現場では冬季に 1 〜 3m の積雪がある
ため、単管パイプとブルーシートで雪囲いを
して通年観測を行っている。No.1 孔と No.3
孔では、図 -1のように地盤に打ち込んだ支
柱の上に伸縮計を固定して観測していたが、
圧縮変位が頻繁に捉えられたため、2014
年 4 月にそれぞれ特製設置台に交換した。

(2)　観測結果
1)　現場 A　
　この現場では既往観測により、積雪開始
の頃から地すべり移動が活発化することが
知られている。断面形状と No.1 孔、No.2
孔の位置を図－3 に示す。
　No.1 孔には、設置台の交換前後で変動形
態に明らかな変化が見られ、交換後には本来
の地すべり変動である微小な引張変位が観

　図－1　 地中伸縮計観測モデ
ル図 2) に加筆

表－1　地中伸縮計の仕様

(a)　正面図
図－ 2　特製設置台 ( 保孔管外周に沿わせたタイプ ) の概要
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測されている（図－4）。交換前の期間をa 〜 e
に分けると、期間 aでは雪荷重による圧縮変
位の累積、期間 bでは雪荷重の増加・減少に
伴う圧縮・引張の交互変位、期間 cでは雪荷
重の減少と地すべり変動の双方が原因と思わ
れる引張変位、期間 eでは工事効果と雪囲い
の改良に伴う変位量の減少が認められる。

　No.2 孔では観測当初より特製設置台を使
用している。圧縮変位の累積が認められるが、
観測開始時に生じる変位 2) と考えられる。

　
2)　現場 B
　断面形状とNo.3孔の位置を図-5に示す。
 

設置台交換前の期間を a 〜 c に分けると、
期間 aでは観測開始時の圧縮変位 2) が捉
えられている（図－ 6）。期間 b に見られる

引張変位の累積は、雪囲いの中に入った雪の
影響であったことが、後日行った施設点検で
確認された。期間cの引張変位も同様である。
しかし、2 月4日の約 20mm に及ぶ圧縮変
位は期間 aと同様に地すべり変動によるもの
で、別孔でも同時期に同様の圧縮変位が捉
えられている。特製設置台に交換した後では、
工事効果もあって変位はほとんど認められて
いない。観測開始時の圧縮領域を過ぎて引
張変位に転じたのは 6月13日からである。そ

れ以降、圧縮変位は観測されていない。

3)　現場 C
　断面形状と No.4 孔、No.5 孔の位置を
図－7 に示す。

　両孔には明瞭な圧縮変位の累積が認め
られる（図－ 8）。観測開始時の圧縮変位
2）が継続しているものと考えられる。No.4
孔で 3 月10 日に発生した約 3mm の圧縮変
位は、同孔のパイプ歪計にも顕著な変動が
確認されたことから、地すべり変動をとらえ
たものと判断される。

4.　まとめ
　特製設置台を使用して試験観測を行った
結果、地すべり移動としての解釈が困難な
データは捉えられなくなっており、ノイズ発生
防止効果が確認できた。観測開始時の圧縮
変位 2) を極力軽微にするには、地中伸縮計
専用孔として使用することを前提に、保孔管
内と外周をグラウト材で充填し、保孔管を切
断されやすくするのが効果的と考えられる。
これにより、地すべり変動に伴うより正確な引
張変位量を計測することが可能となり、概成
判断や警戒避難の発令・解除のための観測
計器として使用できるものと考えられる。
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図 -3　断面図（現場 A）

図－ 5　断面図（現場 B）

図－7　断面図（現場 C）

図 -4　地中伸縮計変動図（現場 A）

図－ 6　地中伸縮計変動図（現場 B）

図－ 8　地中伸縮計変動図 ( 現場 C)




